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平
成
27
年
9
月
4
日
（
金
）
東
京
・
千
代
田

区
平
河
町
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
平
成
27
年
度
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
に
地
方
公
共
団
体
、
共

済
組
合
等
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
担
当
者
を

対
象
に
、
家
庭
経
済
設
計
に
関
す
る
専
門
知
識
や

相
談
業
務
の
な
か
で
必
要
な
各
種
技
法
を
習
得
す

る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

各
講
演
の
紹
介
・
1

家
庭
経
済
設
計
に
関
す
る

相
談
実
例
と
傾
向
に
つ
い
て

な
ご
み
F
P
事
務
所
　
代
表

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
C
F
P

	

竹
下 

さ
く
ら
氏

講
師
の
竹
下
先
生
は
、
千
葉
商
科
大
学
大
学
院

で
客
員
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
る
か
た
わ
ら
、

テ
レ
ビ
・
新
聞
・
マ
ネ
ー
雑
誌
等
に
数
多
く
登
場

さ
れ
て
い
る
人
気
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
で
す
。
住
宅
・
保
険
・
資
産
運
用
・
介
護
費
用

な
ど
、
お
金
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て

「平成27年度 ライフプラン相談業務
セミナー」を開催しました！

具
体
的
な
事
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
の
、
分
か
り

や
す
い
説
明
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
住
宅
購
入
・
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
「
住
宅
に
関
す
る
相
談
」
と
超
高
齢
化
社
会

で
の
長
生
き
リ
ス
ク
「
老
後
資
金
、
医
療
・
介
護

の
相
談
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

1
．
住
宅
に
関
す
る
相
談

⑴
住
宅
購
入

・
住
宅
購
入
層
の
若
年
化
。
20
〜
30
歳
代
前
半
が

急
増
。貯
蓄
の
有
無
。し
っ
か
り
貯
め
て
買
う
人
・

ノ
リ
で
購
入
に
踏
み
切
る
人
。

・
現
段
階
で
は
返
済
可
能
で
も
、
将
来
に
返
済
が

難
し
く
な
る
可
能
性
が
高
い
人
が
増
え
て
い
る
。

将
来
の
見
通
し
（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
。

・「
頭
金
ゼ
ロ
」
で
も
家
を
買
え
る
が
、「
貯
金
ゼ
ロ
」

で
は
買
え
な
い
！
「
頭
金
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
で
は
、

家
を
買
っ
た
後
の
生
活
が
キ
ツ
キ
ツ
に
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
対
応
で
き
な
い
リ
ス
ク
も
。

・
消
費
税
増
税
と
住
宅
購
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。「
住

宅
ロ
ー
ン
減
税
」「
す
ま
い
の
給
付
金
」
で
駆
け

込
み
需
要
を
緩
和
。
年
収
別
の
損
得
比
較
。

・
消
費
税
増
税
よ
り
も
金
利
上
昇
に
よ
る
利
息
負

担
の
ほ
う
が
影
響
大
。

⑵
住
宅
ロ
ー
ン

・
家
計
が
苦
し
く
な
ら
な
い
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
額

と
は
、
購
入
前
後
の
住
居
費
が
同
じ
水
準
に
な

る
の
が
理
想
（
家
賃
＋
更
新
料
等
＝
住
宅
ロ
ー

ン
返
済
額
＋
維
持
費
等
）。

なごみFP事務所　代表
ファイナンシャルプランナー
CFP　竹下さくら氏
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Manner-Bo Alliance（株）
代表取締役　大竹奈穂子氏

・
子
ど
も
の
進
路
と
将
来
設
計
。
教
育
費
と
住
宅

ロ
ー
ン
返
済
が
重
な
る
時
期
の
年
間
収
支
と
貯

蓄
残
高
の
推
移
の
確
認
が
大
切
。
住
宅
購
入
後

も
着
実
に
貯
蓄
を
増
や
し
て
い
け
る
プ
ラ
ン
で
な

い
と
、
将
来
の
家
計
収
支
が
不
安
定
に
。

・「
繰
り
上
げ
返
済
」
と
は
、
毎
月
の
返
済
額
（
ボ

ー
ナ
ス
加
算
額
を
含
む
）
と
は
別
に
返
済
を
お

こ
な
う
こ
と
で
、
ロ
ー
ン
残
高
を
予
定
よ
り
早

く
減
ら
し
て
い
く
こ
と
。
早
い
時
期
に
し
た
ほ
う

が
効
果
大
。
期
間
短
縮
型
に
よ
り
、
定
年
前
に

住
宅
ロ
ー
ン
を
完
済
す
る
こ
と
を
視
野
に
。

・「
借
り
換
え
」
と
は
、
い
ま
借
り
て
い
る
住
宅
ロ

ー
ン
を
他
の
金
融
機
関
で
新
し
い
条
件
の
住
宅

ロ
ー
ン
に
借
り
換
え
る
こ
と
。「
借
り
換
え
」
に

は
手
数
料
（
30
〜
80
万
円
）
が
必
要
。
金
利
が

低
い
住
宅
ロ
ー
ン
に
「
借
り
換
え
」
る
と
、
利

息
負
担
が
減
っ
て
、
毎
月
の
返
済
額
も
少
な
く

な
る
メ
リ
ッ
ト
あ
り
。「
借
り
換
え
」
を
検
討
す

る
前
に
、
い
ま
の
借
入
先
の
金
融
機
関
に
そ
の

旨
を
伝
え
て
み
る
と
、
金
利
を
下
げ
て
く
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

2
．
老
後
資
金
、
医
療
・
介
護
の
相
談

⑴
老
後
資
金

・
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
80
・
21
歳
、
女
性

86
・
61
歳
。
世
界
一
の
長
寿
国
。

・
65
歳
時
点
の
平
均
余
命
は
男
性
19
・
08
年
、
女

性
23
・
98
年
。
長
い
老
後
。

・
老
後
の
総
生
活
費
は
1
億
円
を
超
え
る
が
、「
老

後
資
金
と
し
て
必
要
な
額
」
は
こ
の
金
額
か
ら

年
金
収
入
等
を
差
し
引
い
た
不
足
額
。

・
総
務
省
の
統
計
デ
ー
タ
で
は
世
帯
主
が
60
歳
以

上
の
無
職
世
帯
（
2
人
以
上
の
世
帯
）
の
不
足

分
は
毎
月
7
万
円
ぐ
ら
い
。

・
老
後
収
入
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

◇
50
代
半
ば
か
ら
の
収
入
ダ
ウ
ン
に
注
意
！

◇
年
金
受
給
開
始
ま
で
の
無
収
入
に
注
意
！

◇
年
金
収
入
は
現
役
時
代
の
就
労
収
入
の
5
割

程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵ 

医
療
・
介
護

・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
最

も
力
を
入
れ
た
い
「
保
障
」
は
年
代
・
性
別
に

よ
り
異
な
る
。
例
え
ば
30
歳
代
男
性
は
死
亡
保

障
、
女
性
は
医
療
保
障
。
60
歳
代
は
男
女
と
も

老
後
保
障
と
医
療
保
障
。

・
医
療
費
用
に
は
高
額
療
養
費
制
度
、
介
護
費
用

に
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
公
的
保
障
が

あ
る
。
老
後
の
医
療
費
用
・
介
護
費
用
は
、
公

的
保
障
と
貯
蓄
で
、
一
定
程
度
は
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
公
的
保
障
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
の
は
、
差
額
ベ
ッ

ド
代
・
先
進
医
療
の
技
術
料
・
入
院
時
の
食
事

代
の
一
部
な
ど
。

・
介
護
に
必
要
な
お
金
と
し
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
金
（
う
ち
1
割
ま
た
は
2
割
を
自

己
負
担
）、
支
給
限
度
額
を
超
え
た
分
（
全
額
自

己
負
担
）、
介
護
保
険
外
の
費
用
【
食
費
・
居
住

費
・
そ
の
他
】（
全
額
自
己
負
担
）。
在
宅
介
護

に
比
較
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
入
居
は
費
用

負
担
が
大
き
い

・
老
後
資
金
は
安
全
確
実
に
。
自
分
が
理
解
で
き

な
い
よ
う
な
金
融
商
品
に
は
投
資
し
な
い
。

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
な
ど
も
手
口
が

巧
妙
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ
被
害
が
な
く
な
っ
て
い

な
い
の
で
要
注
意
。

 各
講
演
の
紹
介
・
2

相
談
業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法

〜
相
談
業
務
に
お
け
る
5
つ
の

ス
キ
ル
と
聴
く
技
法
〜

M
anner-B

o A
lliance

株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役	

大
竹 

奈
穂
子
氏

講
師
の
大
竹
先
生
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
な
ど
の
研
修
の
企
画
・
運
営

を
行
う
会
社
を
仲
間
と
立
ち
上
げ
て
、
講
師
を
務

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
女
子
大
学
で
秘
書
学

の
教
鞭
を
と
ら
れ
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、「
相
談
業
務
に
必
要
な
ス

キ
ル
」
と
「
相
談
業
務
に
お
け
る
聴
く
技
法
」
の

2
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
実
習
も
ま
じ
え
な
が
ら

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
．
相
談
業
務
に
お
け
る
5
つ
の
ス
キ
ル

⑴
相
談
員
と
し
て
の
資
質

相
談
者
の
考
え
を
尊
重
し
、
自
分
の
意
見
を
押
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し
つ
け
た
り
、
方
向
づ
け
た
り
、
指
示
す
る
こ
と

は
し
な
い
。「
決
断
す
る
の
は
相
談
者
本
人
で
あ
る
」

と
い
う
視
点
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
。
個
人
情

報
の
管
理
・
秘
密
厳
守
に
配
慮
す
る
。

⑵
必
要
な
知
識
と
情
報
提
供

知
識
や
情
報
は
新
し
く
信
頼
度
の
高
い
も
の
を

提
供
す
る
。
問
題
の
所
在
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
あ
ぶ

り
出
し
、
整
理
す
る
。
相
談
者
自
ら
が
主
体
的
に

解
決
し
て
い
く
よ
う
、
案
内
役
と
な
る
。

⑶
一
般
社
会
常
識
や
教
養

日
頃
か
ら
情
報
の
引
き
出
し
を
沢
山
持
つ
こ
と
。

自
分
や
他
人
の
経
験
談
、
新
聞
、
本
な
ど
か
ら
多

く
の
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
。
土
地
に
伝
わ

る
風
土
や
習
慣
へ
の
理
解
も
必
要
。

⑷
マ
ナ
ー
・
き
ち
ん
と
し
た
態
勢
・
印
象
づ
く
り

・
態
勢
・
姿
勢
・
立
ち
方
・
座
り
方

・
声
・
滑
舌
・
話
し
方
・
言
葉
遣
い

・
表
情
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

・
清
潔
な
み
だ
し
な
み

⑸
聴
き
方
の
技
法
の
習
得

「
き
く
」
に
は
3
種
類
あ
る
。

・「
聞
く
」
耳
に
入
る
も
の
を
な
ん
と
な
く
聞
く
。

・「
訊
く
」
質
問
す
る
。
尋
ね
る
。

・「
聴
く
」
言
葉
だ
け
に
耳
を
傾
け
る
の
で
な
く
、

相
手
の
し
ぐ
さ
、
語
調
な
ど
も
含
め
て
感
性
を

働
か
し
て
観
察
し
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
し
っ

か
り
理
解
す
る
。

2
．
相
談
業
務
に
お
け
る
聴
く
技
法

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
効
果

・「
傾
聴
」は
受
動
的
で
は
な
く
、む
し
ろ
積
極
的
・

能
動
的
な
技
法
。
相
談
者
は
自
分
が
大
切
に
さ

れ
て
い
る
存
在
だ
と
気
づ
き
、
安
心
と
信
頼
が

生
ま
れ
る
（
ラ
ポ
ー
ル
＝
信
頼
関
係
）。

①
相
手
と
向
き
合
う
た
め
の
態
勢
を
整
え
る
。

適
度
な
距
離
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
。

②
相
談
員
は
自
分
の
心
の
中
を
空
っ
ぽ
に
す
る
。

好
悪
の
感
情
や
先
入
観
な
ど
を
持
た
な
い
。

③
表
情
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
＋
相
槌
を
う
つ
。

穏
や
か
な
表
情
で
相
手
の
目
を
見
て
う
な
ず

き
な
が
ら
聴
く
。

④
ペ
ー
ス
と
テ
ン
ポ
を
合
わ
せ
る
（
ペ
ー
シ
ン
グ

効
果
）。
動
作
を
真
似
る
（
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
）。

⑤
話
し
を
途
中
で
遮
ら
ず
、
最
後
ま
で
じ
っ
く

り
聴
く
。
相
手
の
言
葉
の
繰
り
返
し
と
マ
ジ

ッ
ク
フ
レ
ー
ズ
で
心
を
沿
わ
せ
る
。

⑥
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
答
え
ら
れ
る
質
問
で
は
な

く
例
え
ば
、「
ど
ん
な
ふ
う
で
す
か
？
」
な
ど

と
開
か
れ
た
質
問
を
す
る
。

各
講
演
の
紹
介
・
3

年
金
の
基
礎
知
識
と

被
用
者
年
金
一
元
化

地
方
職
員
共
済
組
合

給
付
課
長
兼
年
金
相
談
室
長	

但
馬 

達
郎
氏

平
成
27
年
10
月
の
実
施
を
目
前
に
控
え
た
「
被

用
者
年
金
の
一
元
化
」
に
つ
い
て
、
年
金
担
当
者

以
外
の
方
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
基
礎
知
識
も
含

め
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
が
国
の
公
的
年
金
制
度
は
、
い
わ
ゆ
る
1
階

部
分
と
言
わ
れ
て
い
る
全
国
民
に
共
通
し
た
国
民

年
金
（
基
礎
年
金
）
と
、
い
わ
ゆ
る
2
階
部
分
と

言
わ
れ
て
い
る
報
酬
比
例
の
年
金
で
あ
る
被
用
者

年
金
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
）
と
の
2
階
建
て

構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
2
階
部
分
の
年
金
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
公
務
員
お
よ
び

私
学
教
職
員
も
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
と
し
、

2
階
部
分
の
年
金
は
厚
生
年
金
に
統
一
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

（1）
公
務
員
の
保
険
料
率
は
将
来
的
に
は
厚
生
年
金

の
保
険
料
率
（
上
限
18
・
3
％
）
に
統
一
す

地方職員共済組合
給付課長兼年金相談室長　
但馬達郎氏
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セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
30
名
で
、
共
済
組

合
の
相
談
業
務
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
の

担
当
者
の
方
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

様
々
な
団
体
、
様
々
な
年
代
か
ら
の
参
加
が
あ

り
、
広
く
関
心
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
講
演
・
講
義
内
容
の
中
で
今
ま
で
に
学
ん
だ
事

の
な
い
よ
う
な
内
容
が
あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
。」

「
業
務
に
生
か
し
た
い
と
思
う
話
が
聞
け
た
。」

「
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
考
え
る
上
で
の
留
意
点
・
基
本

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。」

次
回
の
当
協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
28
年
1

月
22
日
（
金
）
開
催
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
専
門
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
多
く
の
ご
担
当
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
公
的
年
金
と
し
て
の
3
階
部
分

（
職
域
部
分
）
を
廃
止
し
、
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
と
の
同
一
保
険
料
・
同
一
給
付
と
す
る
。

（2）
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
的
差
異
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
厚
生
年
金
に
揃
え
て
解
消
。

・
被
保
険
者
の
年
齢
制
限　

70
歳
ま
で

・
保
険
料
の
算
定
基
礎　

標
準
報
酬
制

・
在
職
支
給
停
止　
（
賃
金
＋
年
金
）
が
28
万
円

を
超
え
た
場
合
、
年
金
の
一
部
又
は
全
部
を
支

給
停
止
。

・
障
害
給
付
は
在
職
中
も
支
給
。

・
遺
族
年
金
の
転
給
制
度
の
廃
止
。

・
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
対
象
は
受
給
権
発
生
時
に

40
歳
以
上
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
で

あ
る
妻
。

（3）
職
域
部
分
の
廃
止
後
の
新
た
な
給
付
と
し
て
、

公
的
年
金
と
は
別
枠
の
「
年
金
払
い
退
職
給
付
」

を
創
設
。

（4）
平
成
27
年
9
月
分
ま
で
の
掛
金
に
相
応
す
る
職

域
年
金
相
当
部
分
を
経
過
的
職
域
加
算
額
と
し

て
引
き
続
き
支
給
。

（5）
公
務
員
と
し
て
の
勤
務
期
間
の
厚
生
年
金
は
従

来
通
り
共
済
組
合
が
支
給
窓
口
。

◎平成27年度ライフプラン相談業務セミナー日程表
平成27年9月4日（金）

時間 講演内容等

10:00〜10:05 開講挨拶
一般財団法人地域社会ライフプラン協会

10:05〜10:15 オリエンテーション

10:15〜11:45
（1時間30分）

講演
（演題）「家庭経済設計に関する相談実例と傾向について」
（講師）なごみFP事務所 代表
	 竹下さくら氏

11:45〜12:45 昼食･休憩

12:45〜14:45
（2時間）

講義と演習
（演題）「相談業務の基礎知識と技法」
（講師）Manner-Bo  Alliance㈱  代表取締役
	 大竹奈穂子氏

14:45〜15:00 休憩

15:00〜16:30
（1時間30分）

講演
（課題）「年金の基礎知識と被用者年金一元化について」
（講師）地方職員共済組合 給付課長兼年金相談室長
	 但馬達郎氏

16:30〜17:00 質疑応答、アンケート記入

17:00 閉会

会場：ホテル ルポール麹町２階　「ルビーの間」
住所：〒102－0093　東京都千代田区平河町2－4－3
電話：03－3265－5365


